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　国労東日本本部は、２月７日、東京新橋・交通ビルにて第 27 回
拡大委員会を開催しました。
　委員会は、佐藤副委員長の司会で始まり、議長には地口委員・東
京（新橋支部）、副議長には西尾委員・東京（神奈川地区本部）を
選出し議事に入り、特別発言３名を含む 16 名の真摯な発言により
当面する闘争方針を確立しました。また、来賓として、海渡、福田
両顧問弁護士、交運共済、国労会館から激励の挨拶をいただきまし
た。以下、今号は委員会報告とします。

委員発言

　金子孝之（東京・上野）
　佐々木政志（盛岡）
　粉川洋（東京・神奈川）
　佐藤浩一（秋田）
　赤沼廣行（水戸）
　武田英雄（東京・八王子）
　五十嵐敬（仙台）
　岸三男（高崎）
　増野喜代教（東京・八王子）
　粕尾彰（長野）
　井村好博（千葉）
　安濃敏雄（東京・新橋）
　田澤忍（新潟）
特別発言

　斉藤勝（貨物東日本協議会議長）
　森岡英夫（青年部書記長）
　松本（採用差別横浜人活訴訟原告団）

　

第
27
回
東
日
本
本
部
拡
大
委

員
会
に
あ
た
り
、
４
点
に
つ
き

申
し
上
げ
挨
拶
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

１
つ
に
は
、
JR
不
採
用
問
題

の
早
期
全
面
解
決
の
闘
い
に
つ

い
て

　

今
日
ま
で
、
４
者
・
４
団
体

を
中
心
と
す
る
団
結
の
も
と
政

治
窓
口
を
通
じ
て
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
、
重
要
な
局
面
を
迎

え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
に
何
と

し
て
も
解
決
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
採
用
差
別
横
浜
人
活

訴
訟
は
、
暴
力
事
件
の
存
在
は

否
定
す
る
も
の
の
、
時
効
論
を

盾
に
地
位
確
認
、
損
害
賠
償
請

求
を
認
め
な
い
と
い
う
不
当
極

ま
り
な
い
内
容
で
あ
り
、
政
治

的
解
決
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る

中
で
の
判
決
が
、
い
か
に
政
治

的
意
図
を
持
っ
て
い
る
か
と
い

う
事
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

　

当
面
す
る
「
解
決
へ
！
２
・

16
」
集
会
の
成
功
を
勝
ち
取
り
、

機
関
に
集
中
し
早
期
全
面
解
決

に
向
け
全
力
を
上
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

２
つ
に
は
、
安
全
と
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
問
題
に
つ
い
て

　

い
ま
JR
各
社
は
こ
の
問
題
に

つ
い
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
に
は
、
信
濃
川
発
電
所
の

取
水
問
題
で
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
問
題
で
あ
り
、
二
つ
に

は
、
関
連
会
社
社
員
の
死
亡
事

故
と
多
発
す
る
輸
送
障
害
で
の

安
全
問
題
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。

　

安
全
問
題
の
背
後
要
因
に
は
、

JR
発
足
以
降
の
効
率
化
施
策
に

問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。現
在
、「
グ
ル
ー

プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業
務

体
制
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い

て
」、「
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
再

構
築
見
直
し
に
つ
い
て
」、
提
案

か
ら
交
渉
に
向
け
て
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
問

題
も
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
交
渉

に
全
力
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
同
時
に
、
今
ほ
ど
労

働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
が
重
要
な
時
は
な
く
、「
仕
事
・

安
全
総
点
検
運
動
」
を
も
と
に

「
安
全
・
安
定
」
輸
送
の
確
立
・

働
き
や
す
い
環
境
と
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
を
作
る
た
め
に
も

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

３
つ
に
は
、
組
織
強
化
・
拡

大
に
つ
い
て

　

昨
年
９
月
の
定
期
大
会
以
降

10
名
の
拡
大
が
あ
り
ま
し
た
。

　

20
代
の
若
い
仲
間
の
加
入
、

契
約
社
員
の
加
入
、「
最
後
は
国

労
で
」
と
新
規
加
入
・
復
帰
加

入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
職
場
か
ら
の
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
、
当
面
す
る

新
規
採
用
者
獲
得
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
早
急
に
意
思
統
一
を

図
り
全
力
を
上
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

４
つ
に
は
、
10
年
春
闘
に
つ
い
て

　

10
年
春
闘
は
、
昨
年
に
も
増
し

て
厳
し
い
状
況
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
５
，
０
０
０
円

の
賃
上
げ
要
求
を
基
本
に
、
職
場

に
お
け
る
諸
問
題
の
改
善
・
契
約

社
員
の
待
遇
改
善
・
正
社
員
化
の

取
り
組
み
、
組
織
強
化
・
拡
大
、

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決

等
を
結
合
し
た
春
闘
、「
貧
困
と

格
差
」
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
た

め
地
域
の
仲
間
と
連
帯
し
た
春

闘
と
し
て
前
進
さ
せ
る
事
が
重

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
参
議
院
議
員
選
挙

が
闘
わ
れ
ま
す
。
反
戦
・
平
和
・

護
憲
・
人
権
・
民
主
主
義
擁
護

の
立
場
か
ら
奮
闘
し
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
抱
え

る
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
、
機

関
に
集
中
し
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
を
訴
え
、
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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１
．
JR
不
採
用
問
題

　

与
党
三
党
の
動
き
か
ら
も
、

解
決
に
向
け
て
の
情
勢
が
急
加

速
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

東
日
本
本
部
は
、
第
１
８
０

回
拡
大
中
央
委
員
会
で
の
決
定

に
基
づ
き
、
当
面
す
る
「
２
・

16
集
会
」
の
成
功
を
は
じ
め
、

大
衆
行
動
を
中
心
に
組
織
の
総

力
を
結
集
し
取
り
組
む
。

２
．
一
括
和
解
後
の
課
題

　

和
解
か
ら
丸
３
年
、「
和
解
の

精
神
や
主
旨
が
支
社
そ
し
て
職

場
末
端
ま
で
」
伝
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
が
、
職
場
で
の
不
公
平

　

不
採
用
問
題

・
与
党
を
中
心
に
政
治
解
決
に
向

け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

２
・
16
は
私
た
ち
の
思
い
が
伝
わ

る
集
会
に
！
（
闘
争
団
）

・
解
決
の
出
口
に
向
か
う
万
全
の

態
勢
を
整
え
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
の
強
化
を
！
（
新
潟
）

一
括
和
解　

・
一
昨
年
３
月
に
貨
物
会
社
と
和

解
。
職
場
の
中
で
は
、
依
然
と
し

て
貨
物
労
組
と
の
癒
着
が
続
い
て

い
る
。
調
査
を
も
と
に
現
場
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
闘
い
を
強
め

る
。（
貨
物
）

・
和
解
以
降
、
試
験
制
度
が
差
別

の
道
具
と
し
て
の
機
能
は
な
く

感
や
差
別
感
の
温
床
と
な
っ
て
い

る
。
経
緯
か
ら
も
、
再
度
会
社
側

に
求
め
て
い
く
。　

３
．
安
全
・
安
定
輸
送
と
効
率
化
・

合
理
化
施
策
に
対
す
る
取
り
組
み

　

市
場
原
理
主
義
に
基
づ
い
た
構

造
改
革
路
線
・
規
制
緩
和
政
策
が

も
た
ら
し
た
も
の
は
、
JR
に
お
い

て
は
、
設
備
や
車
両
の
検
査
周
期

の
延
伸
を
は
じ
め
、
結
果
と
し
て

安
全
・
安
心
・
信
頼
を
希
薄
化
し

た
。
運
転
検
修
関
係
の
施
策
は
、

２
０
０
１
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る「
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
再
構
築
」

を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
次
解
明
要
求
に
基
づ
く
団

体
交
渉
の
段
階
で
あ
り
、
職
場
の

意
見
や
声
を
反
映
出
来
得
る
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

　

１
月
15
日
に
提
案
を
受
け
た
設

備
・
電
気
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
申

９
号
を
活
か
し
き
る
取
り
組
み
を

行
う
。

　

各
事
案
交
渉
に
全
力
を
あ
げ
る

と
共
に
、
乗
務
員
を
除
く
全
系
統

に
出
向
を
伴
う
外
注
化
施
策
が
導

入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
状
か

ら
、
幅
広
い
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

４
．
２
０
１
０
年
春
闘
に
対
す

る
取
り
組
み

　

10
年
春
闘
は
、
国
労
統
一
要
求

で
あ
る
５
，
０
０
０
円
の
賃
上
げ
要

求
で
闘
う
。
意
見
集
約
を
し
た
制
度

改
善
要
求
は
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
お
よ

び
要
求
獲
得
署
名
と
あ
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

同
時
に
、
貨
物
総
行
動
が
３
月

段
階
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、
客
貨

一
体
の
取
り
組
み
を
東
日
本
本
部

と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
な
る
が
、
本
年
12
月
に

は
東
北
新
幹
線
、
新
青
森
延
長
が

実
施
さ
れ
る
な
ど
、大
き
な
事
案
、

多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

ま
さ
に
職
場
で
国
労
の
存
在

感
と
必
要
性
を
具
体
的
に
示
す

時
で
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に

組
織
拡
大
が
あ
る
こ
と
も
紛
れ

も
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

東
日
本
本
部
に
結
集
す
る
９

地
方
本
部
の
総
意
と
団
結
で
、

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
一
刻
も
早

い
解
決
を
は
じ
め
と
し
た
、
諸

課
題
に
奮
闘
す
る
。

な
っ
た
。
し
か
し
、
制
度
そ
の
も

の
の
問
題
は
解
消
さ
れ
ず
、
も
は

や
、国
労
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
視
点
か
ら
も
現
状
の
改
善
を
！

（
東
京
）

・
一
括
和
解
の
検
証
、
ど
こ
で
見

極
め
を
す
る
の
か
？
組
合
員
資
格

の
あ
る
東
労
組
助
役
が
上
司
の
立

場
を
使
っ
て
組
織
対
策
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
の
は
否
定
で
き

な
い
。（
東
京
）

・
新
た
な
不
利
益
扱
い
が
発
生
し

て
い
る
。
和
解
に
基
づ
く
是
正
と

改
善
を
！
（
長
野
）

・
少
し
ず
つ
現
場
と
会
社
の
変
化

も
見
え
て
い
る
。
労
働
組
合
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
は
た
す
取
り
組

み
強
化
を
！
（
新
潟
）

安
全
・
労
働
条
件

・
振
替
輸
送
な
ど
の
異
常
時
対
応

に
つ
い
て
受
け
止
め
て
ほ
し
い
。

（
東
京
）

・
出
向
先
の
労
働
条
件
問
題
は
支

社
窓
口
で
は
限
界
。
直
接
交
渉
出

来
る
方
向
で
の
検
討
を
！（
秋
田
）

・「
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立

支
援
制
度
」
に
伴
い
新
た
な
行
路

が
作
ら
れ
、
し
わ
寄
せ
が
懸
念
さ

れ
る
。
整
理
さ
れ
て
い
れ
ば
見
解

を
？
（
水
戸
）

・
エ
ル
ダ
ー
の
内
定
に
つ
い
て
ア

ン
バ
ラ
が
あ
り
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
仕
切
り
が
必
要
！
（
水
戸
）

・
下
請
け
関
連
会
社
の
実
態
調
査

か
ら
申
入
れ
な
ど
具
体
的
な
取
り

組
み
を
。
ま
た
、
出
向
会
社
に
お

い
て
の
組
織
化
を
進
め
、
分
会
の

結
成
か
ら
交
渉
の
確
立
を
。（
東
京
）

・
新
型
投
排
雪
車
は
保
守
用
車
で

は
な
く
、
や
は
り
列
車
車
両
で
は

な
い
の
か
疑
問
？
（
仙
台
）

・
新
型
投
排
雪
車
、
直
外
の
指
揮

命
令
系
統
に
つ
い
て
非
常
に
曖

昧
、
改
め
て
交
渉
強
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。（
新
潟
）

・
JR
職
場
に
お
け
る
偽
装
請
負
問
題

に
つ
い
て
の
学
習
会
を
！
（
長
野
）

・「
飯
山
線
に
お
け
る
支
社
境
界

の
変
更
提
案
」
は
、
大
幅
な
労
働

条
件
の
変
更
、
本
社
・
本
部
間
で

の
一
定
の
整
理
を
！
（
長
野
）　

・
検
修
業
務
の
外
注
化
に
つ
い
て

は
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
保
な

ど
、
い
く
つ
も
の
問
題
が
あ
る
。

65
歳
ま
で
現
行
通
り
の
条
件
で
雇

用
継
続
を
！
（
東
京
）

・
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
再
構
築「
見

直
し
」
提
案
に
対
し
て
、
早
急
に

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
を
！

（
高
崎
）

春
闘　

・
客
貨
一
体
と
な
っ
た
創
意
工
夫

し
た
取
り
組
み
で
、
実
り
の
あ
る

春
闘
に
し
た
い
。（
貨
物
）

・
今
春
闘
を
、
労
働
条
件
改
善
と

組
織
展
望
を
切
り
拓
く
決
意
を
固

め
あ
う
運
動
と
し
て
進
め
て
い

る
。（
東
京
）

・
賃
上
げ
は
も
ち
ろ
ん
闘
う
課
題

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ

を
持
っ
て
会
社
と
対
峙
す
る
べ

き
！
（
千
葉
）

・
10
春
闘
で
は
貨
物
労
働
者
の
声

と
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
踏
ま
え
た

闘
い
の
要
請
を
本
部
へ
！（
仙
台
）

組
織　

・
職
場
の
中
で
は
他
労
組
の
一
部

の
役
員
に
よ
る
締
め
付
け
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
が
、
大
胆
に
国
労

加
入
を
訴
え
た
い
。（
貨
物
）

・
組
織
戦
略
を
持
っ
た
主
任
職
な

ど
の
交
流
を
！
（
東
京
）

・
国
労
の
掲
げ
て
い
る
綱
領
は
組

合
員
の
誇
り
で
あ
り
労
働
者
の

宝
。
自
信
と
希
望
を
持
ち
奮
闘
す

る
。（
青
年
部
）

・
拡
大
は
、
ア
キ
ラ
メ
た
ら
終
り

だ
、
粘
り
強
く
闘
お
う
と
い
う
課

題
を
導
き
出
し
た
！
（
東
京
）

そ
の
他

・
契
約
社
員
か
ら
の
採
用
改
善
を

国
労
と
し
て
強
く
求
め
、
仕
事
へ

の
意
欲
や
や
る
気
の
あ
る
社
員
が

の
び
の
び
と
仕
事
の
出
来
る
環
境

を
！
（
東
京
）

・
分
会
掲
示
板
の
設
置
（
人
数
）

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
改
善

を
！
（
東
京
）

・
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
に
伴
い
、

経
営
分
離
さ
れ
る

並
行
在
来
線
問
題

で
、
青
森
・
盛
岡
・

長
野
の
三
県
合
同

で
「
国
の
恒
久
的

支
援
策
」
を
求
め

て
、
12
月
に
政
府

に
陳
情
要
請
行
動

を
取
り
組
ん
だ
。

国
の
交
通
政
策
の

一
環
と
し
て
の
取

り
組
み
が
必
要
。

（
盛
岡
）

・
環
境
ア
ク
セ
ス
清

掃
部
門
の
要
求
交

渉
の
進
展
は
？
（
東

京
）

委員発言内容

松井正義
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